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　1937年6月13日（日曜日）
　9時4ミ，三人で日本公使官邸に藤村代理公使を訪ひ，挨拶と共に，トルビヨ
滞在中の萬事を報告をし，今後の日程を打ち合はせした・それから，11時牛に
はサンマルコス大學にガルシや學長を訪ひ，こしでも挨拶と打ち合はせ，午後
　　　　　　　　　　　　　　　のには榊氏に量れられて教會禮拝に出席し方．柴堀醐†は午後は入舟氏の案内で
市内外ドライヴ．
　17時，ラルコ名画領事がホテルに來
訪されたので，胃見測歌聖の詳細を報告
した．
　6月14日（月曜日）
　市内の窮眞店で現象を依頼して置い
たワンチャコの日食の活動フィルムがllS
來上って來た．虫メガネで詳細に調べ
て見ると，コロナと閃光スペクトルと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チャンチャン遺跡
は見事に現はれてるるが，部分食は狙ひが狂ったらしい失敗である・
　サンマルコス大詰は本日午後，自分のために名轡學位授與式を畢げる筈であ
ったが，紬長の都合で，18日に延期された．
　17時牛，吾々3人はフsシや博士始め米國観測聾唖たちと共に，リマ地理學協
會に招かれ，“恥辱會員”に推薦された．式場で，フィシや氏と自分とは夫れ受
継一場の草藁をした．式目，圃書館を参観する．‘
　22時，ラルコ名容領事をホテル・マウリに訪ひ，雑談した．
　6月15日（火曜日）
　計算の必要上，昨日サンマルコス大弓から借りた米國天髄暦書を，今朝返却
した．
　15時，佐藤氏が撮影した日食映書をアグファ窮場で見た．素人としては中々
立派な放績であるが，望遠レンズによるコロナの撮影の：方が更に良い．
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　6月16日（水曜E）
　フィシや博士の薦めにより，14時から當市ラヂオ・ナショナル放途局より米國
除員と共に日食に關する放邊をした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叢論二等は各人3分乃至5分の二三講演　複　　♂　　　　　　，　　“　・
（英語）をしたのであるが，前後に音樂
があったりして，中々賑i々しい放逡で
あった．之れは全部ニウヨ1クにiliwa
され，それから全世界に放途された筈
である．
　16時，放三局から宿に三って見たら，
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セロ・ヂ・パスコへ蜀蜀に日食槻測に行って居たステビンス博士夫妻が此の宿に
麟って來て居たので，ロビ1で會見し，4年前，ヰルソン山で三つた以來の話に
耽った．氏の談によれば，今回のコロナは満月よりも25％だけ明るかったrl：．
f罎飛同氏等は今夜多くの米國観測除員と共に同船でカヤオを出帆，蹄國する．
　夜は杉内下等の厚意により，公使館で吾等のlll食の活動映誹を映早して見
た．22時頃に平野．
　6月17日（木曜日）
　船の都合で，米國除の出帆は今朝10時となったが，自分はホテルのロビ1で
皆と別れの挨拶をした．
　10時，黒飛岸雨氏三三，それから又，デアンデ聾ラス中佐がアレキパ市の・
マニヤ氏を連れて來たので，會つた．ロマニや氏は米審ハ1ブ1ド大學天文壷
の依托で今回の日食をカスマの奥地で親旧し，コロナの美しい偏光爲眞を撮ら
れた．殊に見事な成績である．
　18時孚，藤村代理公使主催で，公使官邸にペル1官民数百重を招き，日食観
測記念カクテル・パ1ティ1を開かれた．吾々3人も勿論之れに出席した．23時
蹄宿．
　6月18日（金曜日）
　今日は午後に自分のために大學で名馨學位授與式があり，叉白分は第1回學
術講演をする筈で，朝から種々準備に忙しかった・一・學位田與式は大弓大講
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堂で17時牛に開かれ，ガルシや理學部長の演算があり，次VOで総長から自分に
學位記と金牌とを授けられた・式は案外簡軍であったが，しかし心地よき嚴粛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なものであった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　噛
難繭擁臨
　　　　　　キじヅ　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　ア　レ　キ　バ　天　文学跡．
式に引き績V、て，
自分は“皆既日食”
に關する講演をし
た．20時過まで約
2時聞，通鐸なし
に英語でやった．
幻燈や活動映書を
多く利用したが流
石に少々疲れた．
此の講i演はバラレ
ソ助教授により西語に謬されて，市内外に放邊されたから，一般の人も聞いて
くれたわけだが，講i演場内にも約300の聴衆があった．
　夜，21時，約束によりオルベゴソ氏を往訪，同氏がトルビョ市内で活動撮影
したコロナを映写して見せて貰った．去る6日の朝ラルコ邸で自分が話した注
意によって撮影したもので，10糎焦貼の望遠レンズを用ゐ，實に見事なもので
あった．22時，池山氏を訪ふ．
　6月19日（土曜日）
　朝，幽晦，岸，池山諸氏來訪．講演の通掛の件について相談した．
　18時よりサンマルコス大學で第2回幽幽講演，題は“攣星と新星”，バラレソ
助教授が巧みに英語から西語に鐸される．講演の内容は一般論であったが，只
特に當國アレキパの天聴壷の過去の功績を高調した．ガルシや博士以下諸教授
學生及び一般杜會の人々も多く來聴してみた．（つ只）
本會名轟會員たる守屋荒美九絵は去る2月8日，東京市牛込歯噛來町
140の自宅にて逝去されたり．享年67．謹みて哀悼の意を表す．
